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広域地震災害における復旧･復興状況の時空間的な推移
一阪神･淡路大震災を事例として－
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本論文の背景・目的 被災後次々と実施される復旧・復興施策によって，フロ
ー被害がどれだけ軽減されたかを評価することができな
かった．

タイムリーにかつ効率的に復興対策を実施するために

は，復旧・復興状況を継続的に，しかも迅速に把握する
必要がある．なぜなら，ある時点における復旧・復興状

況の把握にかかる期間が短ければ短いほど，既に実施し
た施策の効果をいち早く把握し，その情報を後続の施策
の計画にフィードバックさせることができるからである．

1． 

大規模地震災害が発生した場合，甚大なストック被害

と共に，被災後長期にわたり，被災地の社会経済活動面
で様々なフロー被害*ｈｌｌｉＭｌ)がもたらされることが予想さ

れる．この場合，ストック被害の速やかな復旧とともに，
いかにこのフロー被害の発生期間を短くし，その規模を

極小化するかが，その被災地の復旧・復興過程における

重要な課題となる．

このような被災後のフロー被害軽減の課題を提起した

のは，１９９５年１月に発生した阪神・淡路大震災であった．

阪神・淡路大震災発生時には，被災後のフロー被害の発

生状況を定量的に把握する手法がなかった．そのため，

被災後様々な復旧・復興施策が実施されてきたものの，

その施策の実施によって，フロー被害がどの程度軽減で

きたのかを客観的に評価することができなかった．この

ような経緯から，フロー被害の定量的把握の必要性が認

識され始めた．

(2)フロー被害の迅速な把握の試み

このような災害対策上の必要性を受け，高島・林

(1998)］)，THkashima・Hayashi(1998)4)は，マクロな視点
から被災地全体の復旧・復興状況を示す指標を提案し，
それをできるだけ迅速に把握する手法を構築した．具体

的には，まず，復旧・復興状況を示す指標をGRP(Gross
RegionalProducl；地域内総生産)*lmIi(2)によって定義し
た．

しかし，我が国の場合，ＧＲＰは２年間の遅れをもって

年単位の値が公表される．そのため，正規のＧＲＰの公表

を待っていては，被災地の復旧・復興状況の把握が大幅

に遅れてしまう．また，ＧＲＰは年間値が公表されるため，
月単位のより詳細な復旧・復興状況の動きを把握するこ

ともできない．この問題を解消するため，ある地域にお

けるＧＲＰと電力消費量の相関関係を利用して，被災地の

電力消費量推移から復旧・復興状況の指標を，月単位で
推定する手法を構築した．

(1)フロー被害の定量的把握の試み

その後，産業復興計画(1995)'),豊田・河内(1997)2)が，
経済の視点から震災によるフロー被害の定量化を行った．
しかし，これらの推定においては，フロー被害の発生期

間が与件とされていたり，被害額の算出が被災後のある

１時点でのみ行われていたりと，フロー被害の発生状況

の時間的推移を推定するものではなかった．そのため，
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さらに，高島・林(1999)５１では，指標の推定手法を改
良すると共に，兵庫県全体を被災地として，阪神・淡路

大震災以降の復旧・復興状況を推定した．その際，契約
種別電力消費量から産業毎の復旧・復興状況も推定した．

その結果，９８年１１月の時点で，兵庫県全体としては

被災以来，なかなか復旧・復興を達成しきれずにいるこ

と，そして，この復旧・復興の遅れは，大規模第２次産

業の停滞によるものであることが明らかにされた．さら

に．兵庫県全体の機会損失は９８年１１月の時点で，185

兆円にのぼることが明らかになった．

Ｇ 

(3)復旧・復興状況の時空間的な把握

高島・林(1999)で取り組まれた課題の１つは，一般に公

表きれているデータから，被災地の復旧・復興状況をど

れだけ読みとることができるかというものであった．そ

の際，一般に公表されている月別電力消費量の最小の集

計単位は都道府県レベルであるため，阪神･淡路大震災の

被災地としては，兵庫県を設定し，その復旧･復興状況を

推定した．しかし，ｌ)阪神・淡路大震災の被災地は兵庫

県だけなのかという波及限界の把握の問題，あるいは２）
兵庫県全体を等しく被災地と考えてよいのかという地域

差の把握の問題が残されている．そこで本論文では，阪

神・淡路大震災以降の兵庫県内外に１３の区域を設定し，

その区域毎の復旧･復興状況を推定する．そして，震災の

影響はどこまで波及しているのか，また，震災の影響は

地域によってどのような違いがあるのかを明らかにする．

復旧・復興過程の概念モデルＦｉｇ．１ 
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2．復旧・復興状況の指標の定義とその推定手法
の概要

0 

(1)復旧・復興率

本論文で推定する指標は，［11[2]において定義される

「復旧・復興率」である．復旧・復興率は，Fig.１に示
されるようなＧＲＰベースでの復旧･復興の概念モデルを

もとに定義される．

図中GRPA脇,}よ，ある地域ェが災害発生後実際に達成
した実績ＧＲＰの推移を示している．地域ｘのＧＲＰは，
被災により急激に低下した後，次第にその影響を克服し

てくるものと考えられる．災害が発生しなかった場合，
地域ｘは災害が発生した場合と比較して，より高い

GRPの水準GRP仏国,を達成していたであろうと想定され

る．この２種類のＧＲＰを想定することにより，ORPL河.，
がどれだけGRP｡(,,に近づいたかで，地域ｘの復旧・復
興の進捗状況を捉えることができる．つまり，地域xの
復旧･復興率を式[1]で定義することができる．

“篝鶚…） ［I］ 

’n$,：地域ｘの災害発生後第【期における復旧・復興率
GRP,Ar.,：災害が発生しなかった場合に地域ｘが達成した

であろう，災害発生後第ノ期におけるＣＲＰ推定
値

ＧＲＨ凧,：地域ｘの災害発生後第『期におけるORP実績値
しかし，我が国の場合，ＧＲＰは２年間の遅れをもっ

て年単位の値が公表される．そのため，正規のＧＲＰの
公表を待っていては，復旧・復興率の把握が大幅に遅れ
てしまう．そこで，高島・林の一連の研究では，ある地

域における電力消費量とＧＲＰの間の相関関係に着目し
た．

Ｏ20,00040,00060,00080,000 

使用電力量(100万kWh）

Fig.２日本の各都道府県における使用電力量と
実質GRPの関係

Fig.２は，1980～９６年度の日本の各都道府県について，
電力消費量6)7)8)と実質GRP，)'0)の関係を示したものであ

る．実質ＧＲＰと電力消費量の間に強い正の相関関係の

存在が見てとれる．Fig.２から明らかなように，電力消
費量とＧＲＰの関係は，東京都とそれ以外の４６道府県と
では大きく異なっている．

そこで，高島・林(1999)は，ｌ)東京都と２)４６道府県の
二群に対し，電力消費量と実質ＧＲＰの間の関係につい

て，単回帰分析をおこない，日本における都道府県単位

での電力消費燈とORPの関係が，式[2]のように表せる
ことを明らかにした．

ＧＲＰｒ.｢＝α・Ｗｒ.，［2］

ＣＲＰｗ：地域x､災害発生後第１期におけるＧＲＰ

Ｗｗ：地域x・災害発生後第'期における電力消費量
α：ＧＲＰ創出効率

ここで，αは単位電力が消費された際に創出されたＧＲＰ

の大きさであり，一種の生産効率を示している．復旧・

復興率のＯＲＰベースの定義式[!]は，電力消費量とＧＲＰ
の関係式[2]を代入することで，電力消費量ベースの定
義式[3]に変換できる．

蝿螂薑器x1ooI鵬） ［3］ 

ｗb､瓜,：地域ｘが災害が発生しなかった場合に達成したで

あろう，災害発生後第ノ期における電力消費量椎
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定値

WLvM：地域ｘの災害発生後第(期における電力消費量実
績値

このように，復旧・復興率が電力消費量ベースで定義

されたことにより，復旧・復興状況の推移を，ｌ～２ケ

月の遅れだけで把握することが可能となった．

第ｔ－１期の 第ｔ期の

電力消費量 電力消費量

`恥‘
wux必，地域ｘ

,ｒ‐１ 

① ② 
(2)「自然災害の影響度」としての復旧・復興率

復旧・復興率の定義式[I]に立ち返れば，復旧・復興率
は被災しなかった場合のＯＲＰに対する被災した場合の

GRPの比でしかない．すなわち，災害発生後のＧＲＰが

災害が発生しなかった場合のＧＲＰから，どれほど乖離し

ているかを示す指標でしかない．その意味では，復旧・

復興率は，災害がその区域に及ぼした影響の大きさを示

す指標であるといえる．

例えば，災害発生時に，自地域内におけるストック被

害が小規模にとどまり，より深刻なストック被害を受け

た隣接地域からの復旧・復興需要を享受できた地域を想

定しよう．このような地域では，災害が発生した場合の

GRPの方が，災害が発生しなかった場合よりも高い水準

で推移することが考えられる．この地域の復旧・復興率

は，100％を上回る系統的な推移を示すが，このときの復

旧・復興率は，もはや復旧・復興の進捗状況を示す指標

ではなく，災害がその地域にもたらした影響の大きさを

示す指標となっている．

震災以降の兵庫県内外の各区域における復旧・復興状

況を，復旧．復興率で捉えるのは，各区域に対しFig.１
に示す復旧・復興プロセスが存在することを前提として，

その復旧・復興の進捗状況を把握したいからではない．

むしろ，復旧・復興率の100％からの系統的な乖離に着

目することで，各区域に震災の影響があったのかどうか，

またあったとすれば，震災がなかった場合と比較して経

済活動水準を押し下げる影瀞だったのか，それとも押し

上げる影響だったのかを知ることができるからである．

WDC,,-， 基準地域
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電力消費量
対前月比

Fig.３１Mzx,（推定プロセス

〈推定することになる．そのような広域の社会情勢の変

化は，基準地域の電力消費量に反映されるはずである．

よって，「災害が発生しなければ，地域ｘの電力消費量

は，基準地域の電力消費量と同じ傾向で推移する」とい

う仮定をもうければ，社会情勢の変化を考慮した上で，

被災しなかった場合の仮想の電力消費量ＷｌＬｗを推定でき
る．

この仮定に基づき，以下のプロセスを経てＷｎｍを推
定した．

①:地域工の電力消費量ｗＭと基準地域の電力消費量
ＷＭの関係を，式[4]のように定式化し，Wuqr-lから
ＷＭ－ｌを推定する．

ｌ２ 

ｗＭ=α蟹ｗｕ｡`十二βズハ
［4］ ｉ＝１ 

Who.，：基準地域の第'期における電力消費量

Ｗｈ忍，：地域ｘの第'期における電力消費量
αｘ：地域ｘの電力消費量の回帰係数

殿j：地域ェのｊ月のダミー変数の係数
。』：季節調整のためのダミー変数

(第'期がｊ月である場合＝l／そうでない場合＝Ｏ）

②:基準地域の電力消費量対前月比４，Jと地域ｘの電力
消費量対前月比。b､恩,の関係を式[5-a]のように定式化し，
d0,0,,から。b,ふ,を推定する．

１２ 

．０鍋,＝た｡｡.｡`＋ヱワエハ
［5-a］ 

ｉ＝1 

.1MA,：基準地域の第『期における電力消費量のｶﾅ前月比

‘MF船-ｍ ［5-b］ 

ｄ１Ｌｒ,,：地域xの第f期における電力消費量の対前月比

3．wax`iの推定手法

式[3】をもちいて復旧・復興率を推定するためには，

復旧・復興率を求めたい地域ｘの災害発生後の電力消費

実繍11/Lxb,と，地域ェが災害が発生しなかった際に達成
していたであろう仮想の電力消費量Ｗｉｎ鶇,が必要である．
ｗＬＧ,としては，地域ｘの電力消費量実績値を用いるこ
とになる．

一方，仮想の消費量であるＷhｪ,'は，Fig.３に示される
ようなプロセスで推定した．まず，災害発生後，災害に

よる影響の波及を無視できる「基準地域」を想定する．
基単地域の電力消費量は，災害が発生しなかった場合も

発生した場合と全く同じ推移を辿ると考えた．そして，

もし災害が発生しなければ，地域ｘの電力消費量は，基

準地域の電力消費量と同じ傾向で推移すると仮定した．

このような仮定をもうけたのは，災害発生後に自然災

害とは因果関係がないと思われる要因による，基準地域

と地域ｘを含む地域全体の社会情勢の変化を考慮するた

めである．例えば，地域ｘで災害が発生した後に，災害

発生とは別の要因で地域ｘを含む国全体の景気が悪化し

た場合，地域rの電力消賢量は，被災と景気の悪化とい

う2つの要因で減少することが考えられる．この時被災

しなかった場合の仮想の電力消費量Ｗｌｗを，景気の悪化
分低めに評価しなければ，復旧・復興率を必要以上に低

`M薑鵲-ｍ ［S-cl 

7r：地域ｘの電力消費量対前月比の回帰係数

７『.i：地域ｘのｉ月のダミー変数の係数
ダミー変数を導入したのは，基準地域と地域ｘの電力

消費量の季節変動パターンの違いを考慮するためである．

③:式[5-Ｃｌから，式[6]を導くことができる．①で推定し

たwIj狐.,-,と②で推定した。,川邨を[6]に代入してwIAwを求
める．

Ｗｉ４風,＝(dlLQ,＋1.0)・Wb-m,-ノ ［6１ 
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4．阪神・淡路大震災後の兵庫県内外の復旧・復

興状況の推定と結果の考察
TabIel設定された13の区域と各区域の復旧・復興

率の推定に用いた月別電力消費量実綱値wLx.『の出所

(1)推定に用いたデータセット

２．，３．で述べてきた手法に基づいて，阪神・淡路大震

災以後の兵庫県内外における復旧・復興率の推移を推定

した．その際，兵庫県内外について１３の区域を設定し，

各区域毎に推定を行った．設定された１３の区域と各区域

の復旧・復興率の推定に用いた月別電力消費量実績値

Ｗ“,の出所は，Ｔａｂｌｅｌにまとめられている．まず，兵
庫県周辺地域については，大阪府，岡山県，京都府の３

つを設定した．各府県の月別電力消費量実績値ｗＬ風，
（1992.4～1998.9）のデータについては，各県の統計轡等

Ⅱ)'z)13)'４)から入手した．兵庫県内部の区域設定について

は，関西電力株式会社のご協力で提供していただいた，

阪神・神戸地域の月別電力消費量実績値の集計単位に依

存している．兵庫県における関西電力の電力販売は，神

戸支店と姫路支店の２つの支店が担当している．神戸支

店担当区域内は，さらに三宮，兵庫，西宮，尼崎，明石，

淡路，柏原の７つの営業所で分担されている．今回提供

していただいたのは，この７つの営業所ごとの月別販売

電力量データ（1992.4～1998.9）である．そこで，兵庫県

内については，神戸支店下の７つの営業所担当区域と，

姫路支店担当区域の，合わせて８つの区域を設定した．

姫路支店担当区域の電力消費量実績値については，兵庫

県全体の月別電力消費量から，神戸支店担当区域の電力

消費量実績値を差し引くことで間接的に求めた．兵庫県

全体の月別電力消費量実緬値ｗﾙﾄrとしては，１９９５年１
月から１９９８年９月における月別の兵庫県の電力･電灯需

要実績値を用いた．出所は「兵庫の統計(兵庫県統計協

会)」’5)である．また，基準地域は，「兵庫県，大阪府，
岡山県，京都府を除く日本全体」とした．従って，基準

地域の電力消費量実績値ｗＭとしては，電力事業連合会
のホームベージ内の電力統計情報'6)を出所とする全国の

月別電灯･電力需要実績値から，兵庫県，大阪府，岡山県，

京都府の実績値を差し引いた値を用いた．
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(2)Wqx・Ｉの推定
各区域が，災害が発生しなかった際に達成していたで

あろう仮想の電力消費量ｗｂｗの推定を行うには，式
[4],[5-a]のパラメータαﾍﾞ,八ｌｂ７．r,ワ蝿iを，経験的に推定
する必要がある．

各区域のパラメータαz,β風j’は，1992年４月から１９９４
年１２月における当該区域の電力消費量ｗｈｍと基準地域
の電力消費量ｗＭから求められた．どの区域のパラメ
ータ推定においても，高い自由度調整済み寄与率が得ら

れた．同様に，各区域のパラメータγx､ワ喝′は，同期間
における当該区域の電力消費量対前月比。０．塁,と基準地
域の電力消費量対前月比dlM1,,から求められた．ここで
も，どの区域のパラメータ推定においても，高い自由度
調整済み寄与率が得られた゛'n帳(]）

震災が発生しなかった場合の兵庫県の電力消賢量推定

結果ｗｌｗと，震災後の兵庫県の電力消費量実績値ｗ/､x,，
の推移を図示したものがFig.4である．鍵災発生後，被

災しなかった場合の推定値ｗｌｗに比べ実績値ｗ,.“が大
きく下回っていることが分かる．
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Fig.４兵庫県における電力消費実績{直および被災しな
かった場合の仮想の電力消費量推定値の推移

分割したことで，阪神・淡路大震災からの復旧・復興状

況をａ)県レベル，ｂ)支店担当区域レベル，ｃ)営業所担当

レベルの３つの視点から見ることができる．以下，各視

点から見た兵庫県内外における復旧・復興状況の推定結

果を述べる．

a）県レベルで見た復旧・復興率の推移
９５年１月から９８年９月までの兵庫県，大阪府，岡山

県，京都府の復旧･復興率の推移を推定した結果が

Fig.5である．兵庫県では，９５年１月の被災で，電力消
費量実績が被災しなかった場合の想定消費量の91.5％ま

で下落している．そして，その後の復旧・復興率は

95.8％周辺で上下しながら推移している．次に京都府，

大阪府の復旧・復興率の推定結果をみると，震災発生当

初は，大きな変動は見られないものの，その後徐々に

】00％を下回り始める．岡山県の復旧・復興率は，鍵災
後一貫して100%付近に止まっている．

(3)復旧･復興率の推定

兵庫県内外の地域を４．(1)で述べたような１３の区域に

－４－ 

区域 Ⅳ ﾉ.｣｢.』 の出所

京都府区域 参考文献11）

大阪府区域 参考文献12）

兵庫県区域 参考文献15）

岡山県区域 参考文献13)14）

神戸支店担当区域

尼崎営業所担当区域

西宮営業所担当区域

三宮営業所担当区域

兵庫営業所担当区域

淡路営業所担当区域

柏原営業所担当区域

明石営業所担当反埋

関西電力株式会社より提供

姫路支店担当区域
兵庫県区域のデータから神
戸支店担当区域のデータを
差し引き間接的に求めた．
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Fig.５県レベルで見た復|日・復興率の推移

Fig.６支店担当区域レベルで見た
復旧・復興率の推移

以上のことから，県単位で見た場合，震災の影響を最

も強く受けたのは兵庫県であり，兵庫県全体としては被

災以来，なかなか復旧・復興を達成しきれずにいること

がわかる．また，大阪府，京都府へも震災の影騨が及ん
でいることがうかがえる．

b）支店担当区域レベルで見た復旧・復興率の推移
次に．震災の影響が最も強く現れている兵庫県内につ

いて支店担当区域レベルでの復旧・復興率の推移を推定

した．Fig.６は神戸支店担当区域，及び姫路支店担当区
域の復旧･復興率の推移を比較したものである．

Fig.６によれば，ネ['1戸支店担当区域では，被災直後，
被災しなかった場合の電力消費量想定値に対して，実績

値が85.8％まで落ち込む．しかし，その後時間の経過と

共に徐々に復旧･復興が進み，復旧･復興過程が収束に向

かう様子が見受けられる．これに対し，姫路支店担当区

域では，被災後１９９５年３月～６月において，電力消費量

想定値に対して実績値が平均103.6％まで上昇した後，

徐々に復旧･復興率が100より小さくなる方向へ系統的な

変化を見せる．そして，1998年に入ってからは89.5％で

停滞している．このことから，兵庫県全体として，復

旧・復興が達成しきれずにいるのは，神戸支店区域で復

旧・復興が進む一方で，姫路支店区域では，あたかもそ

れをﾄﾞi1illjlするような形で経済活動が停滞しているからで

はないかということが推測できる．

c）営業所担当区域レベルから見た復旧・復興率の推移
最後に神戸支店区域内の復旧・復興状況について詳細

に見てみることにする．Fig.７は，神戸支店内の７つの営
業所担当区域ごとの復旧･復興率を求めた結果である．神
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Fig.７営業所担当区域レベルで見た
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戸支店内の各営業所担当区域ごとの復旧･復興率の推移を

比較すると，区域によって復旧･復興率の推移が大きく異

なることが分かる．

まず大きく，被災後復旧･復興率が平均して100％を下

回って推移する区域と（三宮営業所，兵庫営業所，西宮

営業所，尼崎営業所，淡路営業所），被災後復旧.復興率

が100％を上回って推移する区域に分けられる（明石営

業所，柏原営業所）．100％を下回っている区域において，
震災によって最も大きな影響を受けたと考えられるのは，
三宮営業所担当区域である．被災後60～70％台まで急激

に低下し，その状態が95年７月まで，７ヶ月間続いてい

ろ．９５年８月には８０％台まで回復し，その後緩やかな上

昇基調の中．９８年５月以降は９０％台で推移している．次

に大きな彫響を受けたと考えられるのは兵Ｍ２営業所であ

る．被災後，復旧･復興率は急激に低下し，９５年３月に

は７７８％に至る．その後ＯＳイド１２月までにかけて，復旧・

復興率は上昇するものの，９８年５ﾉ]までは9().5船Ijil後で

停滞している．９８年６月以降は！再び上昇,ME調に転じて

いる．以上の２区域と比較して，西宮，尼崎営業所の復

旧･復興率は被災後１月に底を迎えている．それ以後西宮

営業所区域は93.1％前後，尼崎営業所区域は97.6％前後

で推移している．淡路営業所の場合，以上の４営業所旭
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復旧･復興率の中央値当区域と比較すると，被災をきっかけに復旧･復興率が急
激に悪化することはないが，被災後平均して97.3％前後

で推移している．

以上の５営業所担当区域とは対照的に，柏原営業所

および明石営業所担当区域においてはﾛ復旧・復興率が

100％を上回っている蝿it(4)．これらの区域において復

旧・復興率が100％を上回るのは．三宮営業所担当区域

や，兵庫営業所担当区域のような，震災により深刻な影
響を受けた区域の外側に，経済活動がシフトしたことに
よるのではないかと推測できる．
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(4)被災地の構造

震災後の各区域における復旧・復興率の代表値として，

震災後の各区域における復旧・復興率の中央値をとり，

比較したものがFig.８である．Fig.８の結果より，阪
神・淡路大震災の兵庫県内外を以下の４つの区域に分類
できる．

l)震災直後から経済活動が落ち込む区域(三宮営業所，兵
庫営業所，西宮営業所，尼崎営業所，淡路営業所等）

2)その周辺で，経済活動が盛り上がる区域(柏原営業所，
明石営業所）

3)さらにその外側で震災後しばらく経過してから経済活

動が停滞してくる区域(姫路支店，京都府，大阪府）

4)震災の影響がほとんど表れない区域(岡山県）
この結果をモデル化して示したものがFig.９である．

Fig.９において，横軸は最も震災の影響を強く受けた三
宮営業所担当区域からの距離，縦軸は各地区における震

災がなかった場合を基準とした震災後の経済活動の水準
である．

このモデルが災害一般に当てはまるのかについては今

後の検討が必要であるが，このモデルから，震災後の復

旧・復興プロセスにおける区域間の相互関係の存在を想

定することができる．例えば，著しく経済活動が落ち込
む区域の復旧・復興が進むのは，その外側で復旧・復興

を助けるべく経済活動が活発になる区域ができるからか

も知れない．また，震災後しばらく経過してから経済活

動が停滞する区域ができたのは，最も深刻な影響を受け

た区域とその復旧‘復興を補佐する区域に，兵庫県内の

経済活動が集中したからかも知れない．すなわち，ある

災害によって深刻な被害を受けた地域は，その地域だけ

で，復旧・復興を果たすわけではなく，地域間の役割分

担があった上で復旧・復興を進めることができるという

仮説を立てることができる．

，岡姫明淡兵三西尼柏大
}山路石路庫宮宮崎原阪
県支府
店

Fig.８各区域の復旧・復興率の中央値

京
都
府
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喝合の水

吐1同沽、IDD

皿Ⅱ

Ｌ 

体刑する区域落ち込む区域

Fig.９空間的に捉えた阪神・淡路大麓災における
被災地の復旧・復興モデル

今後，そのような各区域における復旧・復興状況の時間

的推移の特徴と，被災地内及び周辺で発生したイベント

との対応関係を調べ，復旧・復興過程にはどのようなフ

ェーズが存在し，フェーズの転換は何をきっかけに発生

するのかを明らかにする必要がある．
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式会社に感謝の意を表し筆をおく．

補注

5．結論と今後の課題

本研究では，兵庫県内外について１３の区域を設定し，

各区域毎に阪神・淡路大震災以降の復旧・復興率の推定

を行った．そして，その推定結果から，震災からの復

旧・復興を空間的に捉えたモデルを作成した．このモデ

ルから，阪神・淡路大震災におけるいわゆる「被災地」
の榊造が明らかになった．今後は，ｌ)なぜ経済活動が著

しく落ち込む区域の周辺に．経済活動が盛り上がる区域

が現われたのか，２)なぜⅢさらにその周辺区域で，経済

活動が停滞しはじめたのかを明らかにし，復旧・復興プ

ロセスにおける区域ＩＭＩの閲迦性の仮説を検証する必要が

ある．また，例えば，三宮営業所区域では，９５年８月

～１０月に大きな復旧・復興ペースの急激な変化が見ら

れるが，この特徴から，この区域の復旧・復興がこの時

期に何らかのフェーズの転換を迎えたとも推測できる．

補注（１）

高島・林の一連の研究では，自然災害による被害をストック

彼悪とフロー被害の２種瀬に分餓している．ストノク被害は，

建築物・}I:会腿盤施設の倒壊･焼失に代斐ざれる腱常外力に起因

する物的破蝋を折す．フロー被響とは，ストック被害に起因す

る生産･ilWH活動の低下や，災害力il策経費の噌大による財政の悪

化といった‘その後の被災地の社会経済沿動に現ｵしる影騨を指

す．
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Table２各区域におけるパラメータαv,β【jの推定結果
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白由歴調整済み

寄与串

dataofeIectricilyconsumplionPmceedingSoflhc6tIlJapan/Uniにd
StalcsWCrkshoponUrbanEa面hquakcHazaJdReduclion,j6-Ll998・
ｊｉｌ高島正典・林春男:電力消費鼠時系列データを利用した復旧．
復興状況の定量的把握手法一阪神・淡路大震災への適用一､自
然災害科学.(投稿中）

6'総務庁統計局:日本統計年鑑､第３３回昭和５８年～第４６回,平成
8年．

7)甑気耶業連合会統計委員会:瓶気耶業便覧PP74-75(平成５年
版),pp､74-75(平成８年版入pp､76-77(平成，年版)．
8)(財)矢野恒太記念会:データでみる県勢.国勢社.pp｣80,1998.
9I経済企画庁経済研究所:県民経済計算年報(平成10年版).pp､38-
42,1998. 

ＭⅢ経済企画庁経済研究所のホームベージ上のデータダウンロー

ドサービス（ｈＩ【p:〃wwwcpagojp/９８ノａノI9981027jpmcnu
/eIimcnuhlml)． 

'1)京都府:統計京都,19925～1999.5
12)大阪府企画調整部統計課:１１刊大阪の統了i↑,No.522,1992.9～
No.60301995.5. 

1J)岡山県企画振興部統計管理課:統計おかやま」998.8-1999.3.
14)岡山県企画部統計管理部:岡山県統バト年蝿平成５年版～''２成
９年版．

'５)兵噸県統計協会:兵庫の統計.ＮＣ｣72,1980」～ＮＣﾕ86J99,1．
'6)甑力事業連合会のホームページ上の撤力統計情報（IUIlp:〃
www､他PCO｢jp/)．

補注（２）

ＧＲＰとは，ある地域内において１年間に創出される付加価値

の合計であり，その地域の経済活動の水準を示す代表的な指標

である．ある国の各地域におけるＧＲＰの総和は，その国の，ＧＤＰ

（国内総生産）に相当する．

補注（３）

パラメータαエロハノの推定結果をＴａｂｌｅ２に示す．また，
パラメータγ”ワx､jの推定結果はＴａｂＩｅ３に示す．
補注（４）

明石営業所では管轄区域の変更が1996年10月にあったため，
1996年１０月以降における明石営業所担当区域の復旧・復興率
の推移には補正が施されている．
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